
防災リュックで家庭を啓発！ 

 

 

学校名 南中山小学校    氏名  三 浦 ゆ う  

 小 学校 １・２・３年版   単元名 ぼうさいリュックを用いしよう Ｐ36～37 

               教科・領域名  学校行事   時間 ４５分 

   主な学習活動 (実際に行った活動)         指導の実際 

ねらい 

○もしもに備えて，自分の家の防災リュックを準備

することができる。 

１リュックについて考える。 

 

・遠足の時 

・出かける時 

 

・お弁当 

・おやつ 

・レインコート 

２ 防災リュックの役割を考える。 

 

・地震がおきたとき 

・電気や水道が止まったとき 

 

 

・水  ・食べ物  ・着替え ・ラジオ  

・薬  ・懐中電灯 ・ティッシュ 

３ わがやの防災リュックについて考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【準備物】 

・Ｐ37のリュックの拡大図 

・ワークシート 

 
○普段使用するリュックと防災リュックの両方を

取り上げることで，防災リュックの役割につい

て考えさせる。 

 
○活動の最後に，リュックに入れたい物を発表し

合う。その際，家族構成に触れ，それぞれの家

庭に応じた防災リュックを準備する必要がある

ことに気づかせた。 

 

家庭へのよびかけ（学級通信等で） 

もしもに備えて防災リュックを準備

することは子供の防災意識を高める具

体的な取り組みの第一歩になります。も

しもに備えて，ぜひご家族で防災リュッ

クに入れるものを話し合ってほしいと

思います。必要なものを話し合うことで

家族の防災会議となります。 

 

 

《子供の様子》 

・どの子もあまり

悩まずに自分が

必要と考える物

を描いていた。 

・「必ずほしい物

は何かな。」など

と友だちと話し

ながら描いてい

る子もいた。 

 

リュックってどんな時に使いますか。 

リュックには何をいれますか。 

防災リュックっていつ使うのかな。 

「何が必要か考えよう」を読み，自分なら防災

リュックに何を入れるか絵に描きましょう。 

絵に描きましょう。 

「わが家のぼうさいリュックを用いしよう」を

読み，お家の人と話し合って書きましょう。 


